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“看護学生×かつらぎ町民”フィールドワークの開催 

 

１０月９日（金）、和歌山県立高等看護学院の１年生が、かつらぎ町でフィールドワークを実施しま

す。テーマは「くらし」。看護の対象は地域で暮らす方々です。学生は高田・志賀・妙寺の３地区に分

かれ、多世代の住民に出会い交流します。 

 

１．日 時 ： 令和８年１０月９日（金） 

午前９時から１２時まで 

２．場 所 ： ３グループにわかれて実施 

①高田地区（まつやでんき近くの自宅） 

②志賀地区（志賀公民館） 

③妙寺地区（大和街道旧商店街通り） 

※出発前後のオリエンテーションは社協で行います 

（町地域福祉センター／丁ノ町 2338-2） 

３．内 容 ： 『くらし』をテーマに学生がフィールドワーク 

①高田地区 

サロン「スマイル」ができたことで、多世代のつながりが深まった。サロ

ンスタッフに出会い、活動と高田ならではのくらしを知る。 

②志賀地区 

地域の居場所である志賀公民館。公民館主事の声かけで集った多世代の住

民と懇談し、山間地でのくらしを知る。 

③妙寺地区 

地域活性化のため、買い物どころとして月 1回開催される「妙寺まちなか

マルシェ」。運営者に話を聞き、会場周辺をまちあるき。買い物をする人た

ちにも話を聞き、妙寺ならではの暮らしを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 8 年 9 月 28 日 

資 料 提 供 

担当課 （室） かつらぎ町社会福祉協議会 

担 当 者 地域係 横山 恵 

電話 （代表） 0736-22-4311 

今年のテーマは『世代でつながり、支え合う地域のくらし』 

地理的特色が異なる高田・志賀・妙寺の３地域に学生が出向き、実際の“くらし”にふれます。 

１０代の学生と６０～８０歳代の住民が“くらし”について語りあう、世代を超えた交流が生ま

れます。かつらぎ町での当たり前の暮らしの中にある、工夫や知恵、課題などに学生が気づき、

学ぶ機会です。 

見どころ・ポイント 


